






























































『学校だより１月号』から

世界は変えられる ～開くつなげるともに～

新しい一年の幕が上がりました。
“希望の幕”が上がりました。
・・・
ピーター・センゲの著『学習する組織』に、
「これまでパートナーではなかった人たちとの
架け橋を築く」の章の中で、
大変心に残る、
ある「物語」を紹介しています。



潮が引いて、

その場に動けなくなっている
何百というヒトデに囲まれて、

一人の老人が、
浜辺にたたずんでいるのを、

ある人が見ています。



その老人が、

一匹のヒトデをつかまえて、
海に投げ返すと、

それを見ていたある人が、

老人に向かって、
大声で、叫びます。



『そんなことをして、

何になるんだい。

たったの一匹じゃないか。』



すると、

老人は、

大きな声で、

こう、言い返します。



『あのヒトデにしてみれば、

大切なことだったんだよ。』













私は、

この「物語」から、
多くのことが学べるように思います。

私たちは、

決して、
未来を予測することはできません



だからといって、

何もしないのではなく、

今、
何が起きているのかを
理解し、

たとえ小さなことであったとしても、



たとえ
たった一人であったとしても、

勇気をもって行動することで、

そこから

前向きな変化をつくり出すことが
できるように思うのです。
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